
平成29年度　福祉のまちづくり研究所企画運営委員会　【追跡評価】

1 多様な人々に対応したオフィスの職場環境に関する
研究-ユニバーサルデザインの概念と聴覚障害者の
職場環境の改善-

・聴覚障害者の社会参加を促進するためには、効果的な研究である
・合理的配慮に関する研修に、研究成果の活用を期待する
・真の成果はガイドブックの制作ではなく、その普及と継続的な改良が必要となるので、引き
続き努力すること
・今後の情報ツールの進展や働き方などのソフト面の変化なども考慮して進めることも必要で
ある

2 筋電義手在宅練習支援システムの開発研究 ・ニーズを把握し、そのニーズに対応した研究の発展を期待する
・有線・無線の練習支援システムは訓練の効率化に効果が高い
・受益者は少ないと思われるが、支援が必要な人への継続的な研究が必要である
・開発研究から実用化されることを期待する
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